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図表１  全国都市の有料化実施状況（２００９年７月現在）  

有料化実施状況 

都市総数 ８０６ 

有料化実施都市数 ４１８ 

有料化実施率 ５１．９％ 

出典：山谷修作氏（東洋大学教授）のホームページ「全国都市の有料化実施状況（2009

年 7月現在）」 

 

 

 

図表２  全国都市の有料化実施都市の手数料体系（２００９年７月現在） 

有料化実施都市の手数料体系 

単純方式 ３８４ ９１．９％  

超過量方式  ３４  ８．１％  

合   計 ４１８ １００．０％  

出典：山谷修作氏（東洋大学教授）のホームページ「全国都市の有料化実施状況（2009

年 7月現在）」 

 

 

 

図表３  滋賀県内都市の単純方式有料化実施状況（２００９年７月現在） 

手数料体系 都市名 大袋価格（可燃ごみ） 大袋の容量 

 単純方式 

長浜市 ４５円/枚 ４５ℓ/枚 

守山市 ３６円/枚 ３０ℓ/枚 

甲賀市 ２５円/枚 ４５ℓ/枚 

野洲市 ２５円/枚 ３５ℓ/枚 

湖南市 ２５円/枚 ４５ℓ/枚 

米原市 ４５円/枚 ４５ℓ/枚 

 超過量方式 
草津市 １１０円/枚 ４０ℓ/枚 

栗東市 １００円/枚 自由袋 

出典：山谷修作氏（東洋大学教授）のホームページ「全国都市の有料化実施状況（2009

年 7月現在）」に加筆 
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図表４  草津市の人口推移                             （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市のごみ状況（平成２０・２１年度版） 

 

   図表５  草津市のごみ排出量推移                     （単位：ｔ/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市のごみ状況（平成２０・２１年度版） 

 

図表６  国・草津市の 1人 1日当たりのごみ排出量推移       （単位：ｇ/人・日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市のごみ状況（平成２０・２１年度版） 

出典：環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課「日本の廃棄物処理」（各年度版） 

※国の平成１９・２０年度の 1人 1日当たりのごみ排出量は未集計。 

※国では、平成１７年度より総排出量の定義を「計画収集量＋直接搬入量＋自家処理量」

から「計画収集量＋直接搬入量＋集団回収量」に変更しています。 
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 図表７  草津市の 1人・1世帯当たりの家庭系ごみ種別排出量推移  

 

①普通ごみ （単位：ｇ/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②プラスチックごみ （単位：ｇ/日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ペットボトル（単位：ｇ/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市クリーンセンター年間報告書（平成２０・２１年度） 
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図表８ 草津市の 1人当たりの年間ごみ処理費推移           （単位：円/人・年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市のごみ状況（平成２０・２１年度版） 

 

 

図表９ ごみの収集回数の満足度             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施） 
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図表１０ 指定袋の無料配布枚数の配布満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施） 

     

 

図表１１  ごみ減量化のために指定袋を小さくすることについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施）
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図表１２ ごみ減量化に効果がある施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施） 

 

 

   図表１３ 資源化の推進に係る協力度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施） 
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図表１４ ごみ種別指定袋の 1月当たりの使用枚数（４人世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市ごみの分別・資源化等に関するアンケート調査（平成 18年 10月実施） 
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図表１５  家庭系普通ごみへの区分以外のごみの混入状況（重量比） 

 
出典：草津市ごみ組成分析調査報告書（平成１８年度実施） 

 

 

図表１６ 家庭系不燃物類・小型破砕ごみへの区分以外のごみの混入状況（重量比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２０年度草津市調査より 

出典：草津市ごみ組成分析調査報告書（平成１８年度実施） 

他の分別区分排出分 8.06 ％ 4.80 ％ 8.12 ％ 12.94 ％

ペットボトル類 0.40 ％ 0.00 ％ 0.09 ％ 1.79 ％

プラスチック類 6.17 ％ 4.21 ％ 6.04 ％ 9.53 ％

レジ袋（リサイクル可能物） 0.80 ％ 0.16 ％ 1.21 ％ 0.78 ％

トレイ 1.58 ％ 0.09 ％ 2.28 ％ 2.11 ％

プラスチック製容器包装類 2.89 ％ 3.21 ％ 1.94 ％ 4.77 ％

その他プラスチック類 0.90 ％ 0.75 ％ 0.61 ％ 1.87 ％

金属類 0.46 ％ 0.12 ％ 0.20 ％ 1.62 ％

びん類 0.07 ％ 0.00 ％ 0.14 ％ 0.00 ％

不燃物類・小型破砕ごみ 0.96 ％ 0.47 ％ 1.64 ％ 0.00 ％

乾電池・蛍光管 0.00 ％ 0.00 ％ 0.01 ％ 0.00 ％

適正排出分 91.94 ％ 95.20 ％ 91.88 ％ 87.06 ％

集団回収対象物（資源化対象） 14.54 ％ 11.95 ％ 13.12 ％ 22.20 ％

新聞紙（リサイクル可能物） 1.64 ％ 1.72 ％ 1.51 ％ 1.84 ％

広告紙（リサイクル可能物） 2.94 ％ 2.57 ％ 3.43 ％ 2.30 ％

書類・雑誌類 4.23 ％ 2.20 ％ 2.83 ％ 10.93 ％

ダンボール 1.44 ％ 1.75 ％ 1.28 ％ 1.38 ％

布類（リサイクル可能物） 4.29 ％ 3.71 ％ 4.07 ％ 5.75 ％

焼却対象ごみ 77.40 ％ 83.25 ％ 78.76 ％ 64.86 ％

大学周辺地排出状況 本市全域 戸建住宅地 集合住宅地

他の分別区分排出分 24.83 ％

普通ごみ 1.32 ％

集団回収対象物（資源化対象） 1.01 ％

新聞紙（リサイクル可能物） 0.32 ％

広告紙（リサイクル可能物） 0.00 ％

書類・雑誌類 0.00 ％

ダンボール 0.00 ％

布類（リサイクル可能物） 0.69 ％

焼却対象ごみ 0.31 ％

ペットボトル類 0.19 ％

プラスチック類 3.97 ％

レジ袋（リサイクル可能物） 0.04 ％

トレイ 0.00 ％

プラスチック製容器包装類 1.52 ％

その他プラスチック類 2.41 ％

金属類 4.17 ％

びん類 6.73 ％

小型破砕ごみ 6.28 ％

乾電池・蛍光管 2.17 ％

適正排出分 75.17 ％

排出状況 不燃物類

他の分別区分排出分 36.19 ％

普通ごみ 13.14 ％

集団回収対象物（資源化対象） 4.16 ％

新聞紙（リサイクル可能物） 0.00 ％

広告紙（リサイクル可能物） 0.00 ％

書類・雑誌類 0.00 ％

ダンボール 0.17 ％

布類（リサイクル可能物） 3.99 ％

焼却対象ごみ 8.98 ％

ペットボトル類 0.00 ％

プラスチック類 9.30 ％

レジ袋（リサイクル可能物） 0.00 ％

トレイ 0.00 ％

プラスチック製容器包装類 1.13 ％

その他プラスチック類 8.17 ％

金属類 8.91 ％

びん類 0.00 ％

不燃物類 4.84 ％

乾電池・蛍光管 0.00 ％

適正排出分 63.81 ％

排出状況 小型破砕ごみ
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図表１７ 家庭系普通ごみの組成分析調査結果（重量比と容積比） 
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出典：草津市ごみ組成分析調査報告書（平成１８年度実施） 

 

 

図表１８ 平成２０年度ごみ処理費（単位：千円/年） 

項 目 処理費   

収集運搬費 ４１９，２７７   

処理費 ４１５，０６１   

 施設維持管理費 ３８８，５５６   

その他 １００，１７５   

合 計 １，３２３，０６９   

※処理費は、人件費を含む（粗大ごみの処理費を除く）。 

出典：草津市   

 

図表１９ 平成２０年度ごみ処理原価 

処理量 ４０，０７８ｔ/年 

１kg当たりの処理費   ３３円/kg 

1袋当りの処理費 １４８．５円/袋   

 ※図表１７の処理費から１ｋｇ当たり・1袋当たり（４５ℓ/袋）に換算。    
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  図表２０ ごみ分別見直し後のごみ量推計 

現分類 新分類 

ごみ種 ごみ量（ｔ/年） ごみ種 ごみ量（ｔ/年） 

1 普通ごみ ３４，９９４ 
1 焼却ごみ ３３，７０８ 

2 古紙 ２，６３０ 

2 プラスチック ２，５８６ 3 プラスチック容器包装 １，３４６ 

3 金属 ４５８ 4 空き缶 ２５２ 

4 小型破砕ごみ １７８ 5 破砕ごみ ４８８ 

5 不燃物 ６９４ 6 陶器・ガラス ４８６ 

6 びん ８６４ 7 飲食料用ガラス ８６４ 

7 ペットボトル ２８１ 8 ペットボトル ２８１ 

8 蛍光管 １２ 9 蛍光管 １２ 

9 乾電池 １１ 10 乾電池 １１ 

合 計 ４０，０７８ 合 計 ４０，０７８ 

※ごみ量の合計は、粗大ごみを除く。 

※新分類ごみ量は、組成調査結果に基づき平成２０年度ごみ量から推計。 

出典：草津市 

 

図表２１ 単純従量制実施後（ごみ分別見直し後）の収支状況見込み     （単位：千円）                            

区 分 実施前 実施後 

歳
入 

ごみ処理手数料（ごみ袋）  ２１，５００   １７５，３００   

その他 １９５，５００   ２０８，６００   

一般財源 １，１０６，０００   ８９１，１００   

合  計  １，３２３，０００   １，２７５，０００   

歳
出 

収集運搬費 ４１９，０００   ４５８，０００   

処理費 ４１５，０００   ３２８，０００   

施設維持管理費 ３８９，０００   ３８９，０００   

その他 １００，０００   １００，０００   

合  計 １，３２３，０００   １，２７５，０００   

※歳入・歳出は、平成 20年度決算額で試算（粗大ごみを除く） 

・単純従量制実施からの期間は、１年とする。 

・単純従量制実施後のごみ量は、有料化対象ごみの 10％減を見込む。 

・歳入の「その他」に、ごみ処理手数料（ごみ袋を除く）、資源ごみ（古紙、金属類等）の売却

費を含む。 

・歳出の「収集運搬費」に、分別見直し実施後の古紙回収費を含む。 

・歳出の「その他」に、分別見直しと単純従量制実施に伴う一時的な経費を含まない。 

出典：草津市 


